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1月15日、本町でも202人（男90人、女112人）が成人式を迎えました。当日はあいにく雨でした

が、123人（男47人、女76人）の出席者のもと、多数の来賓・離両も列席され、社会人としての新

しいスタートを祝い励ましました。

人のうこき（業購菩）
人　　口　　　14，518人（＋73）

男　　　　　7，081人（＋22）

女　　　　　7，487人（＋51）

世常数　　　　3，999戸（＋16）

転　　入　132　　　転　　出　62

出　　生　15　　　死　　亡　12

＊1月・2月の税金＊

国民健康保険税　（第4期）

1月31日（土）まで

固　定　資　産　税　（第4期）

2月25日（水）まで

税金は町づ　く　り　の源　　伸びゆ　く　遠賀町
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昭和55年遠賀町議会第10回定例会が、12月5日招集され会期13日間で開催されましたが、12月17日2件の

追加議粟が上接され、7日間会期を延長し12月銃口でもって定例会の幕を閉じました。

本会談に提出された案件は町長提出案件11件、議会提出案件2件、話頭4件（内9月定例会継続蕃繊分1

件を含む）計17件で審議の篇果提出された頚案は、いずれも可決されました。

提出議案は次のとおりです。

第10回12月定例議会上程議案等の議決内容（総括）

議案等の種類 �訟案 等の敏 �譲　　葉　　等　　の　　処　　理 
議　決 �継続 密書震 �修　正 �否　決 �採　択 �承　認 �認　定 �報　告 

予　　　　算 �5 �5 � � � � � � � 

条　　　　例 �3 �2 � �1 � � � � � 

決算　認定 �1 � � � � � � �1 � 

工務請負契約 �2 � � � � � �2 � � 

諦∴∴∴∴験 �4 � � � � �4 � � � 

議会蟹正薫 �2 �2 � � � � � � � 

計 �17 �9 � �1 � �4 �2 �1 � 

（2月の行事）1日覚せい剤・麻薬願締り強化月間（－28日）

言
・
憧
同
騎
手
”
1
2
月
定
例
演
台

予
　
　
算

○
日
和
騎
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
繍
1
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
四
千
五
百
九
十
六
万
三
千
円

総
額
二
十
八
億
六
千
百
五
十
万
四
千
円

主
な
も
の
は
大
串
院
勧
告
に
基
づ
く
、

職
員
の
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
（
国
家
公
務

員
に
準
じ
四
・
六
一
％
ア
ッ
プ
）
七
百

六
十
六
万
二
千
円
、
林
地
崩
壊
防
止
再

発
費
千
八
百
五
十
八
万
三
千
円
、
土
木

災
害
復
旧
費
七
百
七
十
三
万
八
千
四

〇
昭
和
弱
年
鹿
町
国
民
健
慮
保
険
事
業

縛
別
会
議
補
正
予
算
（
標
2
号
）
　
原

案
可
決

補
正
額
千
四
百
六
十
一
万
六
千
円
、

総
領
四
億
千
四
百
九
十
四
万
三
千
円
、

主
な
も
の
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職

員
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
七
十
一
万
六
千

円
、
高
額
寂
謹
賀
千
三
百
十
万
円
、
助

産
費
八
十
万
円

○
昭
和
弱
年
鹿
町
農
業
共
済
事
業
特
別

会
帥
補
正
予
算
（
練
2
号
）
　
原
案
可

決

補
正
額
三
十
九
万
六
千
円
、
総
額
千

五
百
五
十
二
万
五
千
円
、
主
な
も
の
は

人
率
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
分
三
十
九
万
六
千
円

○
闘
和
弱
年
鹿
町
学
校
給
食
尊
葉
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
－
号
）
原
案
可
決

補
正
額
二
百
二
十
一
万
五
千
円
、
総

額
一
億
二
千
七
百
一
一
十
五
万
六
千
円
、

主
な
も
の
は
入
部
院
勧
告
に
塞
づ
く
磯

貝
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
二
百
二
十
一
万

五
千
円

○
田
和
弱
年
慶
遠
賀
豊
田
事
業
特
別
会

帥
補
正
予
算
（
繍
3
号
）
　
原
案
可
決

補
正
額
二
十
五
万
六
千
円
、
総
額
二

億
八
百
九
十
二
万
二
千
円
、
主
な
も
の

は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
分
二
十
五
万
六
千
円

条
例
改
正

○
町
一
触
戴
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

給
与
表
（
別
表
第
一
）
を
人
頭
院
勧

告
に
基
づ
き
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
昭
和
弱
年
1
2
月
に
支
給
す
る
期
末
手

当
の
願
の
詩
例
に
闘
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
　
修
正
可
決

昭
和
弱
年
1
2
月
に
支
給
す
る
期
末
手

当
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
割
合
の
ほ
か

均
等
割
三
万
円
を
加
算
す
る
も
の
、
但

し
議
会
の
修
正
に
よ
り
特
別
職
の
特
例

加
算
は
除
か
れ
た
た
め
一
般
職
職
員
の

み
に
限
ら
れ
て
支
給
さ
れ
ろ
。

〇
m
一
舷
戴
職
員
の
鈴
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

現
行
の
行
政
職
給
与
表
別
表
第
一
の

4
等
級
制
を
5
等
級
制
に
改
正
し
、

職
名
「
課
長
・
係
長
・
番
組
・
屈
」
を

「
課
長
・
係
長
・
主
任
・
主
婚
・
主
璃

補
」
に
改
め
昇
級
昇
格
避
準
を
明
確
に

し
た
も
の
。

決
算
認
定

昭
和
5
4
年
度
町
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
　
原
案
認
定

○
町
一
般
会
計

歳
入
総
額
二
十
六
億
七
千
六
百
万
五

千
九
百
二
十
九
円
、
歳
出
総
額
二
十
五

億
九
百
四
十
六
万
五
千
七
百
二
十
六
円

歳
入
額
出
発
引
残
額
一
億
六
千
六
百
五

十
四
万
二
百
三
円
を
認
定

〇
円
国
民
健
薦
保
険
事
業
特
別
会
相

識
入
総
額
三
億
七
千
六
百
三
十
七
万

八
百
八
十
一
円
、
歳
出
総
額
三
億
三
千

百
四
十
九
万
四
千
八
十
八
円
、
歳
入
歳

出
差
引
残
額
四
千
四
百
八
十
七
万
六
千

七
百
九
十
三
円
を
認
定

○
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

歳
入
総
額
一
一
千
七
百
五
十
七
万
九
千

五
百
三
十
三
円
、
歳
出
総
額
二
千
百
六

十
一
万
四
千
四
百
五
十
円
、
歳
入
歳
出

萎
引
残
額
五
日
九
十
六
万
五
千
八
十
三

円
を
認
定

○
町
住
宅
訪
韓
資
金
奪
貸
付
事
業
特
別

会
計歳

入
総
額
一
二
千
二
百
七
十
七
万
五
千

七
三
八
円
、
践
出
総
額
二
千
六
百
八
十

三
万
八
千
九
百
四
十
六
円
、
蔵
人
鶴
田

差
引
残
額
五
百
九
十
三
万
六
千
七
百
九

十
二
円
を
認
定

○
町
学
校
給
食
事
業
特
別
会
龍

城
入
総
額
一
億
一
千
四
百
十
二
万
五

千
七
百
四
十
三
円
、
歳
出
総
額
一
億
一
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ひとの心の �劃船 
暖かさ �きざ、、、 

△義援金総額

△配分先
。遠賀静光囲

o恵みの家

。手をつなぐ親の会

。施設入園者

。一人悲し老人

o母子家庭

。鰯態扶締当受緒

1日　省エネルギー月間（－28日）

千
二
百
八
十
八
万
五
千
六
十
二
円
、
歳

入
賎
出
差
引
残
額
百
二
十
四
万
六
八
一

円
を
認
定

○
遠
賀
霊
曲
事
薬
指
別
会
社

歳
入
総
額
四
傲
五
千
百
三
万
三
千
五

百
十
七
円
、
歳
出
総
額
四
態
一
二
千
六
百

九
万
七
千
七
百
八
十
四
円
、
歳
入
歳
出

差
引
残
額
千
四
百
九
士
二
万
五
千
七
百

三
十
三
円
を
該
定

工
事
請
負
契
約

○
島
津
橋
架
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
　
契
約
承
罷

工
車
箇
所
　
遠
賀
町
大
字
島
津
地
内

契
約
の
目
的
　
島
津
橋
架
蕾
工
再

契
約
金
額
　
六
千
二
百
万
円
也

契
約
の
相
手
方
　
北
九
州
市
八
幡
西

区
大
字
馬
場
山
八
八
八
番
地
の
一
フ

ジ
イ
建
設
株
式
会
社

○
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
新
築

（
主
体
）
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
　
契
約
承
般

工
菰
箇
所
∴
遠
賀
町
大
字
広
漠
地
内

契
約
の
目
的
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
新
築
（
主
体
）
工
導

契
約
金
額
一
億
六
千
四
百
九
十
一

万
千
円
也

契
登
の
相
手
方
　
北
九
州
市
八
据
東

区
山
王
二
丁
目
十
九
番
一
号
　
奥
村
・

東
洋
建
設
共
同
企
業
体

遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
は
労
働

省
指
導
に
よ
る
勤
労
者
福
祉
施
設
と
し

て
雇
用
促
進
部
薬
園
が
町
と
共
有
で
建

立
す
る
も
の
で
、
施
設
の
運
営
管
理
一

切
は
遠
賀
町
に
委
託
執
行
さ
れ
ろ
。

全
体
悪
業
費
二
億
九
千
六
百
二
十
五

万
七
千
円
（
「
内
訳
施
用
促
進
部
薬
園

苗
穂
革
発
姿
七
千
九
百
六
十
万
円
、
遠

賀
町
負
担
秘
薬
賀
一
一
億
千
六
百
六
十
五

万
七
千
円
」
、
「
本
体
工
疎
賢
二
態
六

千
五
百
二
十
九
万
円
、
用
地
費
千
四
百

九
十
一
万
三
千
円
、
附
帯
工
事
費
千
六

百
五
万
円
」
）
5
6
年
1
月
頃
迄
に
完
成

の
予
定

建
築
面
積
千
九
百
二
十
一
㍍

請
　
　
願

○
縛
で
の
条
例
の
中
の
差
別
用
語
「
不

具
・
廃
疾
」
改
正
に
関
す
る
請
願
・
採

択
（
請
願
者
）
財
団
法
人
福
岡
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
理
部
長
　
太
田
昇
、
遠

賀
町
身
体
陪
審
者
福
祉
協
韻
会
長
矢
野

速
雑
　
（
請
願
の
趣
旨
）
総
て
の
条
例

の
中
の
「
不
具
・
魔
疾
」
と
い
う
用
語

を
「
身
体
障
藷
者
ま
た
は
身
体
に
植
害

の
あ
る
者
」
と
い
う
よ
う
に
改
正
し
て

い
た
だ
く
よ
う
話
願
さ
れ
て
い
る
も
の

です。
○
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
に
関
す
る
請

願
　
採
択

（
話
頭
者
）
財
団
法
人
福
岡
県
身
体
障

害
者
禰
祉
協
会
理
想
長
太
田
　
昇
、
遠

賀
町
身
体
陣
著
者
福
祉
協
議
会
摂
矢
野

速
雄
、
（
請
願
の
趣
旨
）
身
体
障
害
者

福
祉
法
施
行
0
0
周
年
を
祈
念
し
て
地
方

自
治
の
行
政
に
対
す
る
、
福
祉
施
策
の

充
実
強
化
を
は
か
る
た
め
　
の
国
際
膵

害
者
年
に
対
す
ろ
行
政
の
行
動
計
画
の

早
期
実
施
∴
㈲
心
身
障
害
者
対
策
蘭
議

会
の
殺
碇
∴
㈲
身
体
障
害
者
常
用
公
営

住
宅
の
建
設
促
進
と
入
居
基
準
の
緩
和

等
の
実
施
を
強
く
話
頭
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

○
学
校
給
食
用
牛
乳
予
算
完
全
確
保
に

関
す
る
請
願
　
採
択

（
請
願
者
）
遠
賀
郡
農
薬
協
同
組
合
、

組
合
長
理
事
　
間
　
有
恒
、
遠
賀
都
塵

薬
協
同
組
合
離
燵
部
会
長
　
樋
口
耕
蔵

（
諦
願
の
趣
旨
）
昭
和
5
6
年
度
学
校
給

食
用
牛
乳
予
算
打
ち
切
り
に
対
す
る
影

響
は
、
国
の
学
校
給
食
へ
の
安
定
的
か

つ
計
画
的
乳
業
者
直
納
方
式
に
よ
る
低

廉
な
供
給
に
ひ
び
が
は
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
酪
農
乳
業
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す

重
大
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
児
亜

生
徒
の
健
康
増
進
に
大
い
な
る
支
障
を

招
く
恐
れ
を
心
配
し
、
昭
和
5
6
年
度
学

校
給
食
用
牛
乳
予
算
の
完
全
確
保
を
は

か
ろ
と
と
も
に
、
本
制
度
の
継
続
を
は

か
る
よ
う
話
頭
の
採
択
を
頂
き
、
関
係

機
関
に
対
し
意
見
密
の
ご
提
出
を
い

た
だ
く
よ
う
請
願
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
本
件
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法
第

9
9
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校

給
食
用
牛
乳
予
算
完
全
確
保
に
関
す
る

想
見
密
を
町
議
会
の
名
に
お
い
て
、
国

・
県
に
提
出
す
る
旨
の
議
決
を
し
ま
し

た。○
公
的
就
労
事
業
の
実
施
に
関
す
る
請

願
　
（
九
月
敏
会
継
続
響
綾
分
）
採
択

（
話
頭
者
代
表
）
北
九
州
帝
人
臍
東
区

前
田
二
丁
目
六
－
一
、
全
日
自
労
八
幡

分
会
委
貝
艮
　
生
田
　
芙
　
（
請
願
の

趣
旨
）
英
に
安
定
し
た
属
用
の
場
づ
く

り
と
し
て
国
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
公

的
就
労
函
薬
を
強
力
に
実
施
す
る
よ

う
、
国
に
強
く
請
願
さ
れ
て
い
る
も
の

です。本
件
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法
第
の

条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
的
就

労
謡
菜
の
実
施
に
関
す
る
意
見
雷
を
町

議
会
の
名
に
お
い
て
国
・
県
に
提
出
す

る
旨
の
議
決
を
し
ま
し
た
。

議
会
暴
説

○
北
方
領
土
早
期
復
帰
実
現
に
関
す
る

決
議
　
特
別
法
譜

本
件
に
つ
い
て
は
、
歯
舞
群
島
、
色

丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
の
北
方
領

土
は
、
古
来
わ
が
国
固
有
領
土
で
あ
り

戦
後
締
年
の
今
日
、
い
ま
だ
解
決
の
見

通
し
が
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
、
こ
う
し
た
状
況
に
か
ん
が
み
、

政
府
に
お
い
て
本
問
題
解
決
の
た
め
国

民
的
悲
願
で
あ
る
北
方
領
土
の
早
期
復

帰
の
実
現
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
、
町
議

会
の
名
に
お
い
て
要
望
啓
を
提
出
す
る

旨
の
特
別
議
決
を
し
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
合
い

運
動
の
お
礼

昨
年
末
の
昭
和
5
5

年
度
歳
末
だ
す
け
合

い
連
動
で
は
、
皆
様

方
の
温
か
い
ご
協
力

に
よ
り
多
額
の
義
援

金
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
賀
町
社
会
福
祉
憶

説
会
で
は
、
皆
様
の

意
に
そ
う
よ
う
次
の

と
お
り
配
布
先
を
決

定
し
、
配
分
し
ま
し

た
の
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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心配ごと相談はお気軽に

遠賀町社会福祉協議会では、相談員による心配
ごと相談をうけています。どんな小さなことでも

かまいません。相談されたことは⑭で相談料は無

料です。
。日時　毎月10日、23日

13時－16時（当日が、日祭日の場合は翌

日、土曜日の場合は翌週の月曜日）
o場所　遠賀町公民館別館
。5月までの相談日

2月10日　23日　　　4月10日　23日

3月10日　23日　　　5月11日　25日

。相談員

10日担当　人権擁護委員　　　柴田　閑氏

行政相談員　　　　石橋多七氏
民生委員　　　　　川畑　為氏

〃　　　　　　　石田ハツ子氏

交通安全推進委員　毛利秀済氏
23日担当　人権雑穀委員　　　信行雪鴻氏

保護司　　　　　　高崎博愛氏
民生委員　　　　　田原政義氏

〃　　　　　　　大場房江氏

※遠賀福祉部務所　母子、婦人相談員

1日　成人病予防週間（－7日）

家
庭
児
童
相
識
室

開
設
の
お
知
ら
せ

脇
和
弱
年
1
2
月
1
日
か
ら
遠
賀
福
祉

事
務
所
に
家
庭
児
童
相
談
室
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
子
供
の
糞
菅
や
し
っ
け
等

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
悩
み
や
不
安

を
お
も
ら
の
方
は
、
専
門
の
家
庭
児
童

相
談
員
が
、
お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に
な

っ
て
話
し
合
い
を
し
な
か
ら
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
で

秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

▽
相
談
日
　
毎
週
（
月
～
土
曜
日
）

9
時
～
1
7
時
（
土
曜
日
は

12時）

▽
相
談
の
揚
所
　
遠
賀
福
祉
事
務
所

（
八
幡
西
区
南
鷹
見
町
六
～
六
〇
）

密
語
0
9
3
（
6
0
1
）
2
1
2
1

▽
相
談
の
内
容

㈲
神
経
質
・
夜
尿
・
つ
め
か
み
の
く

せ
な
ど
、
牲
格
、
習
慣
、
習
癖
に

関
す
る
相
談

の
集
団
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に

関
す
る
相
談

㈲
心
身
の
障
害
の
あ
る
こ
と
に
関
す

る
相
談

㈲
そ
の
他
子
供
に
関
す
る
相
談

▽
相
談
員

遠
賀
福
祉
事
務
所
家
庭
児
垂
相
談
員

○
松
尾
徳
之
粘
・
竹
内
ヨ
シ
ヱ

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

抱
談
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
織
田
ハ
ツ
子
様

（
東
町
）
　
織
田
範
蓼
様

故
白
木
ト
ミ
様

（
木
守
）
　
後
藤
勝
登
楼

故
辻
　
恒
太
郎
様

（
広
漠
）
　
辻
ヨ
シ
子
様

故
高
畠
ユ
キ
ヨ
様

（
浅
木
）
　
高
島
シ
ゲ
ノ
様

故
筋
田
イ
ト
様

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

み
ん
な
で
勉
強
し
よ
う

「
同
和
教
育
研
究
大
会
」

（上別府）

故
津
幡
吉
久
様

（浅木）

筋
田
国
夫
横

澤
埼
タ
ツ
エ
楼

改
築
田
喜
代
子
様

（松の木）

故
高
杢
幾
郎
様

（上別府）

故
小
林
秋
松
様

（虫生津）

故
岩
崎
　
惜
様

（浅木）

柴
田
春
男
様

甫
杢
徳
夫
様

小
林
シ
ヅ
子
様

岩
掩
梅
子
熊

敬
子
迫
ナ
ル
王
様

（今古賀）

子
過
敏
別
様

「
成
人
式
」
の
記
念
品

贈
呈
に
つ
い
て

1
月
鳩
目
の
「
成
人
式
」
の
際
に
記

念
品
を
お
渡
し
し
ま
し
た
が
、
当
日
欠

席
さ
れ
た
方
は
2
月
末
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
で
記
念
品
を
お
受

田
園

来
た
る
2
月
7
日
（
土
）
1
3
時
か
分

か
ら
、
中
央
公
民
館
の
二
階
大
ホ
ー
ル

で
、
第
四
回
日
の
「
同
和
教
育
研
究
大

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

識
師
に
は
、
小
竹
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
の
原
田
重
明
先
生
を
お
招
き

して、「
人
権
問
題
と
私
達
の
日
常
生
活
」

と
い
う
演
題
で
静
演
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
－
0
　
－
　
0
1
－
－
I

明
る
い
平
和
な
民
主
社
会
で
は
、
す

べ
て
の
人
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
人
間
が
も
っ
て
い
ろ
権

利
を
、
た
が
い
に
尊
重
し
あ
う
こ
と
が

大
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
蔽
法
に
も
、
基
本
的
人
権
は

お
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
「
第
一
の
柱
」
と
し
て
定
め
、

こ
れ
を
ま
も
ろ
こ
と
が
非
常
に
大
切
で

あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
の
根
源
も
、
こ
の
人
櫛
尊

重
の
精
神
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
で

す。「
自
分
を
大
事
に
す
る
」

と
い
う
気
棒
は
、
同
じ
よ
う
に

「
人
を
愛
す
る
」

と
い
う
あ
た
だ
か
い
心
を
持
つ
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

－
　
0
　
－
　
0
　
－

こ
の
た
び
の
研
究
大
会
で
は
、
入
梅

問
題
と
私
達
の
日
常
生
活
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
根
本
的
に
追
究

し
な
か
ら
、
同
和
問
題
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
題
に
つ
い
て
、
わ
た
く
し
た

ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
、

も
っ
と
真
剣
に
考
え
、
じ
っ
く
り
反
省

し
、
自
分
自
身
に
闘
い
正
し
て
、
国
民

的
課
題
で
あ
る
「
同
和
問
題
解
決
の
あ

ゆ
み
」
を
続
け
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
一
人
で
も
多
く

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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変更部　項 �添付密類 �網∴∴∴∴キ 

氏　名　変更 �声鰭抄本 � 

住所変更 �住民票抄本 �！∴∴∴ 

恩給の新裁定 �保管証の（写） �i 

身体障害者手 帳を新たに受 けた者 �∴・∴「∴∴∴：∴∴ 

0日　　LPガス消費者保安デー

所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除
の

源
泉
還
付
の
た
め
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

贈
与
説
の
申
告
は

お
早
め
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
、
昭
和
綿
年
中

に
自
己
の
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
新
築
住
宅
を
隣
人
し
た
場
合
で
、

そ
の
完
工
白
文
は
、
購
入
日
か
ら
6
カ

月
以
内
に
居
住
用
に
使
用
し
た
場
合
に

は
、
居
住
し
た
年
か
ら
3
年
間
に
わ
た

っ
て
、
各
年
分
の
所
得
税
の
額
か
ら
、

最
高
の
人
で
6
万
円
（
床
面
積
に
よ
る

控
除
3
万
円
、
民
間
金
融
機
関
の
住
宅

ロ
ー
ン
整
除
3
万
円
）
の
住
宅
取
得
整

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

最
初
の
年
の
手
続
は
、
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遼
付
の
手
続
は
税
務
署
で
、
1
月
よ

り
受
付
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
特
に
次
の
日
程
に
よ
り
、

確
定
申
告
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
必
要
群
類
を
添
え
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
2
月
1
2
日
④
－
1
3
日
㊨

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
∴
所
　
演
賀
町
役
場
2
階

第
2
会
議
室

▽
持
参
提
出
す
る
も
の

l
　
認
印

2
　
家
屋
の
登
記
簿
勝
本

3
　
住
民
票
の
抄
本
（
本
人
の
み
）

4
　
償
還
金
頬
等
証
明
審

5
　
家
屋
謹
瀬
対
価
証
明
書

6
　
源
泉
徴
収
票

1
　
今
年
分
か
ら
還
付
金
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
銀
行
振
込
が
可
能

で
す
の
で
、
ご
利
用
さ
れ
る
方

は
、
金
融
機
関
名
、
預
金
の
稽

類
、
口
座
番
号
を
メ
モ
し
て
持

参
の
こ
と

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
賀

町
役
場
説
務
練
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
の
請
求
は
お
早
め
に

銀
行
や
住
宅
金
融
公
麿
に
借
入
の
申

込
み
を
す
る
と
き
、
建
設
業
の
登
録
を

更
新
す
る
と
き
、
エ
謡
指
名
を
受
け
た

い
と
き
…
、
こ
ん
な
と
き
に
必
要
に
な

る
の
か
「
納
税
証
明
」
で
す
。

「
納
税
証
明
」
は
、
請
求
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
の
よ
う
に
、

啓
務
が
混
雑
し
て
い
る
時
期
に
は
、
即

座
に
発
行
で
き
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
「
納
税
証
明
」
の
請
求
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
2
月
1
6
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
、
ひ
と
足
は
や
く
2
月
2
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

税
務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

贈
与
と
い
う
の
は
、
一
般
に
当
疎
音

の
一
方
が
自
己
の
財
産
を
無
償
で
相
手

方
に
与
え
る
意
思
を
表
示
し
、
相
手
方

が
こ
れ
を
受
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

立
す
る
民
法
上
の
契
約
の
こ
と
を
い
い

ます。
「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
人
か
ら

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
説
金

で
す
が
、
ご
主
人
名
義
の
土
地
を
奥
さ

ん
や
子
供
さ
ん
名
義
に
変
え
た
場
合
な

ど
も
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

税
務
署
に
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い。

戦
傷
病
者
乗
車
券
等

引
換
証
の
交
付

一
、
戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換
証
交
付

請
求
蕾
受
付
開
始
日
、
昭
和
捕
年
2

月
2
日
よ
り

二
、
捉
出
番
類
　
戦
傷
病
者
桑
革
券
引

換
証
交
付
蘭
求
番

三
、
注
意
郵
項

㈲
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

後
、
乗
車
券
引
換
証
の
請
求
ま
で

の
間
に
、
次
の
想
項
に
骸
当
す
る

方
は
、
嗣
求
譜
の
ほ
か
に
戦
傷
病

者
手
帳
及
び
変
更
届
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
次
の
該
当
部
類
を
添

付
す
る
こ
と
。

㈲
症
状
の
種
皮
が
第
3
項
症
並
び
に

第
4
項
症
に
該
当
す
る
万
は
甲
種

6
シ
ー
ト
、
乙
穂
1
2
シ
ー
ト
の
い

づ
れ
か
を
選
択
し
、
交
付
を
受
け

る
こ
と
。
交
付
後
は
そ
の
年
度
内

に
お
い
て
の
交
付
韓
は
で
き
な
い

こ
と
に
留
詣
す
る
こ
と
。

㈹
旅
行
期
日
等
に
よ
り
急
ぎ
交
付
を

受
け
た
い
方
に
あ
っ
て
は
、
旅
行

申
立
密
を
添
付
の
う
え
一
般
の
分

と
区
別
し
て
請
求
す
る
こ
と
。

※
乗
車
券
使
用
開
始

昭
和
5
0
年
4
月
1
日
よ
り

8
1
九
州
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

展

の

開

催

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
の
高
揚
を
図
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的
使
用
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
2
月
1
5
日
－
2
1

日
（
1
日
間
）

▽
場
　
所
　
西
日
本
総
合
展
示
現
（
小

倉
駅
北
口
）

▽
出
品
物
　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
設
備

機
器
、
ボ
イ
ラ
ー
等

▽
入
場
料
　
無
料



第259号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（6）

ど
う
わ
も
ん
だ
い
　
べ
ん
き
ょ
う

同
和
問
題
を
勉
強
す
る
た
め
の

「
基
本
的
認
識
」
を
学
び
ま
し
ょ
う

一
、
学
習
の
目
的
と
内
容

が
く
L
p
t
′
∴
．
e
く
で
す

田
学
習
の
目
的

と
イ
・
b
：
b
ん
↓
い
　
　
が
く
し
わ
－
∴
∴
∴
y
i
ノ
あ
＝
〇
人
　
い

同
和
問
題
の
学
習
は
、
同
和
問
題
に

ら
÷
し
1
－
∴
．
○
○
裏
j
く
　
　
　
　
ふ

つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
習
得
し
、
部

ら
く
さ
く
つ
　
　
I
l
ん
し
っ
　
　
ふ
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隊
ん

落
差
別
の
本
質
と
深
く
か
か
わ
っ
た
認

し
●
　
　
l
　
　
　
　
と
l
　
　
　
　
ど
～
b
 
l
ん
だ
い
　
　
か
い
い
っ

強
を
持
つ
と
共
に
、
同
和
問
題
を
解
決

け
つ
l
よ
く
で
む
に
い
シ
ー
∴
∴
∴
高
　
い
せ
い

を
す
る
た
め
の
積
極
的
態
度
を
、
形
成

す
る
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ば
÷
あ
い
　
　
と
く
　
　
ら
ゆ
う
い

こ
の
場
合
、
特
に
注
意
し
た
い
こ
と

ど
う
子
の
〝
r
こ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
の
し

は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
「
物
知
り

」
に
な
る
こ
と
が
学
習
の
目
的
で
な
い

い
∴
∴
r
i

と
言
う
謡
で
す
。

欒
整
続
の
齢
し
い
甜
琴
離
態
勢

べ
つ
　
　
れ
き
し
∴
∴
∴
か
い
は
～
～
笠
i
′
∴
あ
ゆ
∴
∴
∴
－
奏

別
の
歴
史
や
解
放
運
動
の
歩
み
を
学
び

と
’
た
い
し
ん
と
～
し
ん
∴
∴
｝
く
べ
つ
そ
　
ら
は
，

同
対
審
答
申
や
特
別
招
躍
法
に
つ
い
て

の
知
識
を
持
っ
て
も
そ
れ
が
単
な
る
知

識
だ
け
で
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
極
端

に
計
え
は
何
の
愁
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
生
み
だ
し
た
研

修
か
柾
り
戒
は
端
く
成
徳
さ
れ
な
け
れ

妻
ら
く
さ
べ
つ
∴
∴
∴
い
－
ど
お

ば
な
り
ま
せ
ん
。
部
落
差
別
に
慣
り

か
い
け
つ
　
　
せ
つ
－
よ
く
で
－
　
ど
り
よ
く

を
餓
え
、
そ
の
解
決
に
磁
極
的
に
努
力

し
よ
う
と
い
う
邁
欲
に
燃
え
て
こ
そ
、

ど
う
わ
あ
ん
だ
い
∴
∴
　
く
b
P
っ
∴
∴
　
i
い
ー

同
和
問
題
を
学
習
す
る
慈
味
が
あ
り
ま

す。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自

し
ん
　
　
け
ん
l
t
　
　
ふ
　
　
心
象
　
　
　
　
－
8
　
　
8
ベ
つ

身
を
謙
虚
に
振
り
返
り
「
内
な
差
別
の

克
服
」
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ど
う
：
の
，
〇
人
競
い
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
こ
へ
人

間
和
問
題
を
語
る
と
き
よ
く
「
自
己
変

革
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。

き
た
く
し
∴
∴
∴
∴
（
　
と
o
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
　
　
　
露
人
け
ん

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
真
に
「
人
間

と
し
て
の
自
覚
」
に
目
覚
め
る
こ
と
が

俄
よ
り
も
渉
鄭
な
こ
と
を
繊
細
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
く
L
b
i
ノ
ー
で
い
よ
う

園
学
習
の
内
容
と
み
と
こ
ろ

「
五
つ
の
柱
」

ど
，
め
▲
L
た
い
∴
農
く
レ
ゆ
，
一
こ
す
∴
い
つ

同
和
問
題
の
学
習
は
次
の
五
つ
の
こ

轟
か
∴
∴
∴
∴
－
ナ
シ

と
が
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

ま
ー
ら
く
さ
ぺ
つ
　
　
け
ん
じ
っ
　
　
D
つ
た
い
　
　
書
く

1
部
落
差
別
の
現
実
を
実
態
に
即
し

て
学
ぶ
こ
と
で
す
。

貞
－
ふ
く
s
 
Y
つ
　
　
か
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
支

部
落
葉
別
は
過
去
の
こ
と
で
、
今
で

は
な
い
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し

I
r
人
　
　
と
，
a
∴
あ
　
く
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
l
夢
∴
∴
∴
∴
●

現
に
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
厳
し
い
差

別
を
受
け
て
い
ま
す
。

ど
，
わ
　
ら
　
く
　
　
o
と
　
　
　
　
　
　
せ
い
か
つ
　
　
b
つ
た
い

同
和
地
区
の
人
た
ち
の
生
活
の
実
態

ぐ
：
た
い
て
●
　
　
◆
～
D
 
b
丸
い
　
　
　
　
　
　
t
c

を
具
体
的
な
数
字
や
専
例
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
場
合
は
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
難
難
が
あ
る
の
か
そ
の
原

い
ん
　
　
ふ
か
　
　
げ
　
　
　
e
 
s
e
　
　
　
　
　
あ
た
く
し

因
を
深
く
掘
り
下
げ
更
に
は
、
私
∵
た

せ
い
か
つ
　
　
争
看
た
∴
∴
∴
∴
　
」
雷
蓋

ち
の
生
活
と
関
連
づ
け
て
蓄
え
て
い
く

こ
と
で
す
。

暮
ら
く
る
ぺ
つ
∴
h
T
 
L
　
　
か
い
は
，
　
　
　
あ
ゆ

2
蔀
落
差
別
の
歴
史
と
解
放
へ
の
歩

た
た
i
　
∴
∴
∴
●
ミ

あ
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
で
す
。

蔀
落
差
別
は
「
い
つ
」
　
「
だ
れ
が
」

「
何
の
た
め
に
つ
く
っ
た
の
か
」
そ
し

て
解
離
談
徴
も
な
ぜ
勢
鵬
が
濫
読
さ

れ
再
び
つ
く
ら
れ
た
の
か
を
理
解
す
る

こ
と
で
す
。
更
ら
に
部
落
差
別
を
な
く

に
た
か
　
　
　
　
　
　
　
か
い
は
l
，
人
ど
，
　
あ
ゆ

す
た
め
に
闘
っ
て
き
た
解
放
連
動
の
歩

み
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ら

し
よ
り
ん
♭
　
　
支
‘
　
　
　
　
せ
い
か
つ
　
　
た
か

の
諸
権
利
を
守
り
、
生
活
を
高
め
ろ
こ

か
い
は
～
～
人
と
l
　
　
　
　
　
　
む
ず

と
と
解
放
連
動
が
ど
う
結
び
つ
い
て
い

る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
蔀
落
差
別
は
ど
う
す
れ
ば
な
く
す

こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め

に
は
俄
が
必
鄭
な
の
か
を
謙
ぶ
こ
と
で

す。
ど
う
b
こ
ら
人
手
い
　
　
か
い
け
つ
　
　
　
　
る
ゆ
，
し
ん
t
l
か
た
い

同
和
問
題
を
解
決
す
る
中
心
的
頚
題

は
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の
就
職
と

＿
よ
う
い
く
∴
l
：
か
い
！
ん
と
，
∴
∴
が
ん
が
ん
∴
∴
　
L
t
，

教
育
の
機
会
均
等
を
完
全
に
保
障
し
、

事
ん
だ
い
て
●
　
き
ん
が
よ
う
　
し
¢
う
ず
ふ
，
　
　
　
基
い
か
つ

近
代
的
な
産
業
に
就
業
し
、
生
活
を

安
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
番
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
・
戴
す

か
い
議
了
i
l
霊
9
7
∴
∴
∴
∴
京
王
で
ェ

る
た
め
に
は
「
解
放
連
動
」
　
「
行
政
の

し
二
き
く
　
　
　
　
こ
く
を
ん
∴
∴
o
 
h
h
－
∴
と
り
　
く

施
策
」
　
「
国
民
の
理
解
と
努
力
」
の
三

つ
が
必
鶉
で
す
。
こ
の
こ
と
を
厳
し
く

り
か
い
に
ん
し
‘

理
解
恕
諭
し
ま
し
ょ
う
。

U
や
か
い
て
ミ
た
ら
ル
ー
∴
∴
∴
崇
で

4
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
立
場
で
、
自

ら
ん
た
い
∴
－
か
い
げ
っ
∴
∴
′
：
　
い
て
‘

ら
が
問
題
の
解
決
に
具
体
的
に
ど
う
取

り
組
む
べ
き
か
を
自
覚
す
る
こ
と
で

す。
a
l
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
，
わ
－
人
膚
い

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
和
問
題
の

櫨
く
し
○
う
∴
∴
　
i
e
の
上

学
習
は
「
物
知
り
」
に
な
る
こ
と
を
目

朗
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
e

か
く
し
か
ら
　
か
で
子
　
　
　
と
，
わ
1
人
だ
い
　
　
じ
重
ん

学
習
の
過
程
で
、
同
和
問
題
と
自
分
と

の
か
か
わ
り
を
正
し
く
と
ら
え
て
、
解

け
つ
　
　
　
　
い
ふ
て
∴
∴
▲
）
　
∴
h
つ
せ
ん

決
へ
の
憩
欲
を
持
ち
実
践
す
る
こ
と
が

な
に
よ
り
大
切
で
す
。

5
こ
の
学
習
を
と
お
し
て
、
あ
ら
ゆ

き
ー
ベ
つ
　
　
L
o
か
い
て
‘
ひ
じ
p
ん

る
差
別
、
社
会
的
矛
盾
を
な
く
す
た
め

し
○
た
い
t
l
に
い
と
　
　
け
い
◆
い

の
主
体
的
態
度
を
形
成
す
る
こ
と
で

す。

g
l
∴
D
▲
P
g
　
い
　
　
じ
＝
義
人

「
同
和
問
題
は
自
分
と
は
か
か
わ
り

が
な
い
」
と
い
う
考
え
は
、
結
果
と
し

ま
ー
ら
く
s
 
Y
〇
　
　
着
ん
ぐ
ん

で
、
部
落
差
別
を
温
存
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
部
落
差
別
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
勢
鵜
を
細
溌
す
る
洗
剤
を
醜

め
ま
し
ょ
う
。

ど
う
へ
「
も
ん
だ
い
　
　
が
く
し
ゆ
う
　
あ
た

二
、
同
和
問
題
の
学
習
に
当

り
ゆ
，
い
て
ん

っ
て
の
留
意
点

l
排
熱
勢
鵜
を
郎
餅
の
鄭
瀧
と
醗
漑

づ
け
・
よ
り
散
発
鵬
に
と
ら
え
る
こ
と

と
く
　
　
ど
l
e
　
ち
　
く
　
　
ひ
と
テ
ご
つ
∴
∴
寄
こ

と
、
特
に
同
和
地
区
の
人
達
の
中
に
あ

る
差
別
の
実
態
＝
人
間
と
し
て
幸
せ
に

ぎ
て
い
く
難
を
蚤
に
攣
れ
亘

b
た
く
し
た
8
－
∴
・
〇
・
ん
た
い

い
る
こ
と
を
私
達
の
問
題
と
し
て
受

け
と
め
、
考
え
て
い
く
こ
と
。

ど
う
b
e
ん
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
～
そ
，
　
け
ん

2
同
和
問
題
に
か
ら
む
、
様
相
や
現

し
t
I
 
e
ふ
，
絡
ん
て
l

象
を
表
面
的
に
と
ら
え
る
の
で
な
く
、

‘
－
ら
く
さ
ぺ
つ
　
　
は
ん
し
っ
　
　
か
A
h
ん

部
落
差
別
の
本
質
と
関
連
づ
け
て
と
ら

え
る
こ
と
。

ギ
ブ
も
▲
ん
巧
い
∴
強
で
b
？
’
仁
方
∴
∴
ら
　
＿

3
同
和
問
題
の
学
習
を
単
に
知
識
と

し
て
学
ぶ
の
で
な
く
、
た
え
ず
自
分
と

の
か
か
わ
り
で
と
ら
え
、
そ
の
こ
と
を

通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
塑
鵬
や
襲
謙
不

合
理
を
な
く
す
た
め
の
郎
餅
の
掛
緋
や

と
う
し
り

姿
勢
を
高
め
て
い
く
こ
と
。

ど
う
二
の
▲
r
鯵
い
　
　
じ
o
l
ぷ
ん
ま
を

4
同
和
問
題
を
十
分
学
ぶ
た
め
の
、

深
部
ば
蔀
鮮
依
剰
邸
、
畿
談
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

第
6
回
公
民
館
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
の
結
果

昨
年
1
2
月
2
1
日
、
9
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

①
浅
木
　
1
時
間
2
分
2
5
秒
（
大
会
新
）

②
遠
賀
川
1
時
間
3
分
2
6
秒
（
大
会
新
）

⑪
別
府
　
1
時
間
4
分
5
秒

④
松
ノ
本
1
時
間
5
分
7
秒

⑤
鬼
津
　
1
時
間
5
分
3
5
秒

⑥
尾
崎
　
1
時
間
5
分
5
2
秒

⑦
木
守
　
1
時
間
8
分
朗
秒

⑧
今
古
賀
1
時
間
1
0
分
4
6
秒

⑨
虫
生
淳
1
時
間
1
5
分
1
2
秒

区
間
貨

1
区
高
橋
英
則
（
松
ノ
木
）
6
分
3
5
秒

2
区
梅
本
史
朗
（
遠
賀
川
）
1
分
1
5
秒

3
区
瓜
生
富
男
（
浅
木
）
　
1
分
2
1
秒

4
区
河
原
京
大
（
別
府
）
　
1
分
3
6
秒

5
区
町
頭
政
尚
（
尾
崎
）
　
8
分
2
3
秒

6
区
小
山
内
幸
一
（
鬼
津
）
1
分
1
0
秒

7
区
松
尾
五
一
二
（
浅
木
）
　
6
分
5
0
秒

8
区
割
田
芳
見
（
浅
木
）
　
7
分
3
6
秒

日念記国建白
＿．．－
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あらうち台と機種

28日　賽の全国火災予防運動（－3月13日）

押
藁
仕
事
と
正
月
行
事

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

人
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
の
計
を
秘
め
て

穏
や
か
し
い
希
望
の
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
翌
二
日
は
任
務
始
で
あ
る
。

農
家
は
、
牛
馬
の
引
綱
や
、
胸
帯
、
腹

帯
、
尻
帯
な
ど
の
一
品
を
作
っ
た
。

一
月
七
日
は
、
ホ
ッ
ケ
ン
キ
ヨ
ウ
、

又
は
、
ド
ン
ド
焼
き
な
ど
と
い
い
、
村

の
入
口
な
ど
に
祭
ら
れ
て
い
ろ
、
庚
申

塔
の
前
な
ど
で
、
お
正
月
の
お
飾
り
や

、
古
い
大
麻
な
ど
を
、
育
竹
な
ど
と
一

緒
に
焼
く
。
パ
ン
パ
ン
と
晋
竹
の
ハ
ジ

げ
ろ
音
の
大
き
い
程
よ
い
と
さ
れ
、
焼

け
た
炭
火
で
、
お
鏡
餅
な
ど
を
焼
い
て

食
べ
る
と
、
ア
カ
ギ
レ
や
ヒ
ビ
が
出
来

な
い
と
い
わ
れ
た
。

も
ぐ
ら
打
ち

十
四
日
に
な
る
と
、
．
十
四
日
の
も

ぐ
ら
打
ち
勝
の
屋
敷
へ
飛
ん
で
行
け
〟

と
大
声
で
叫
び
、
ボ
ト
ポ
ト
と
地
面
を

打
つ
音
が
、
各
所
で
聞
え
る
。

写
真
の
如
く
、
男
竹
の
先
を
藁
で
つ

つ
み
、
こ
れ
を
中
細
で
堅
く
ま
き
つ
け

た
も
の
で
、
こ
れ
を
地
面
に
打
ち
つ
け

る
。
も
ぐ
ら
も
、
ど
ち
ら
に
逃
げ
る
か

こ
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
て
、
背
の
生
活
は
、
晴
耕
両
道
で

あ
る
。
藁
仕
蕩
な
ど
は
雨
の
日
や
、
よ

な
べ
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

麺
棲
－
穀
類
な
ど
を
天
日
で
乾
燥
す

る
の
に
用
い
る
「
む
し
ろ
」
を
、
織
る

道
具
を
遊
戯
と
い
う
。
避
機
で
髄
な
ど

も
織
る
こ
と
が
で
き
ろ
。

進
機
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
コ
テ

で
あ
る
。
こ
れ
は
横
や
枇
杷
又
は
、
柿

の
木
な
ど
で
作
る
。

こ
れ
に
、
宙
径
一
億
位
の
穴
が
四
十

青
少
年
育
成
町
民
会
議
役
員
決
ま
る

四
個
あ
り
、
す
べ
て
に
従
緋
が
通
し
で

ある。こ
れ
に
稲
藁
の
袴
を
取
り
除
い
た
も

の
（
ス
ダ
リ
藁
と
い
う
）
三
本
位
を
エ

サ
シ
　
（
い
さ
し
又
は
猶
か
き
と
も
い

う
）
に
、
ひ
っ
か
け
て
従
組
に
交
互
に

通
し
、
コ
テ
で
力
強
く
叩
さ
さ
げ
ろ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
織
り
あ
げ
た
も

の
を
、
二
枚
つ
ぎ
合
せ
て
一
枚
の
延
が

で
き
る
。
こ
れ
を
継
ぎ
延
と
い
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
廼
機
を
使
わ
ず
、

従
縄
は
勿
論
、
横
に
も
紐
を
も
っ
て
、

手
続
し
た
も
の
を
大
建
、
ま
た
は
、
大

ネ
コ
と
い
ゝ
、
明
治
の
頃
は
、
大
ネ
コ

が
多
い
。
こ
れ
は
延
に
比
し
、
乾
燥
が

早
い
が
垂
い
た
め
粗
を
入
れ
て
の
運
ぶ

の
に
苦
労
し
た
。

昔
は
大
建
三
枚
編
ん
だ
ら
餅
を
つ
い

て
祝
っ
た
と
い
う
。

彊
織
の
過
程
は
、
虫
生
津
仲
山
千
代

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
。

（
吉
野
千
年
）

将
来
を
、
に
な
う
青
少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で
明

る
い
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
て
繕
成
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
会
議

の
新
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。（順不同）

余
　
　
技
　
柴
田
貸
蔵
（
町
長
）

副
会
長
　
大
場
芳
郎
（
教
育
長
）

柴
田
　
開

郵
務
局
技
　
毛
利
秀
済

（
※
郵
務
局
　
教
育
委
員
会
社
会
教

育課）

▽
教
育
福
祉
部
会

報
∴
農
　
芳
賀
和
夫

副
部
長
　
田
原
政
薗

委
員
　
（
折
尾
交
通
安
全
協
会
遠
賀
支

部
）
高
崎
新
吉
、
（
交
通
安
全
対
策

推
進
協
議
会
）
毛
利
秀
済
、
（
人
櫛

擬
製
委
員
）
信
行
雪
潟
、
（
民
生
委

員
会
）
田
原
政
義
、
（
保
護
司
）
高

崎
博
愛
、
（
消
防
団
）
石
松
俊
彦
、

（
蟹
察
）
花
田
態
夫
、
（
学
校
長
会

）
松
丸
成
政
、
（
折
尾
轡
察
暑
少
年

補
導
員
）
芳
賀
和
夫
、
（
教
育
委
貝

会
）
高
崎
昇
、
（
宙
少
年
問
題
協
韻

会
）
蟄
福
啓
一
、
（
公
民
館
運
営
審

議
会
）
吉
野
千
年
、
（
社
会
教
育
委

員
会
）
柴
田
　
関
、
（
議
会
）
中
山

包
久

▽
家
庭
部
全

都
∴
長
　
石
松
美
馬

副
部
長
　
泉
原
敏
行

委
員
　
（
公
民
館
）
石
松
美
馬
、
（
子

供
会
育
成
会
）
村
上
英
隆
、
（
婦
人

会
）
　
二
村
邦
子
、
（
小
中
P
T
A
連

合
会
）
泉
原
敏
行
、
（
母
子
福
祉
会

）
安
松
美
佐
子
、
（
社
会
福
祉
協
議

会
）
矢
野
連
接
、
（
働
く
友
の
会
）

小
用
文
彰
、
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

）
約
手
　
勉

▽
青
少
年
部
会

部
　
長
　
山
本
　
迎

副
部
長
　
仮
屋
輝
雄

姿
貝
　
（
商
工
会
昔
年
郵
）
仮
屋
塙
雄

（
農
協
青
年
蔀
）
石
松
守
、
（
体
育

指
導
委
員
会
）
山
本
運
、
（
体
育
協

会
）
三
秒
貞
利
、
（
背
年
船
の
会
）

師
岡
真
吾

町
代
表
委
員

（
町
長
）
柴
田
貫
蔵
、
（
助
役
）
柴

田
武
門
、
（
教
育
長
）
大
場
芳
郎

従
業
員
募
集

▽
職
種
　
運
転
及
び
し
尿
収
集
作
業

▽
給
与
　
十
六
万
七
千
五
百
円

▽
賞
与
　
（
年
2
回
）
7
月
、
1
2
月

▽
昇
給
　
（
年
1
回
）
4
月

各
謹
保
険
、
退
職
金
制
度
有

▽
連
絡
先
　
遠
賀
那
芦
屋
町
粟
屋

㈲
太
洋
社
　
電
話
0
8
3

（
2
2
）
3
3
1
9
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料持　　　内約∵揚
参　　　　　象

金品　　　容者所

2月分越塑睦り予定表＿

忘。引　大型車くみ取。地区l　小型車くみ取り地区

出生津、上別府の一部

木守、広漠

広渡、松の本（東、西紀）

若松、尾崎

月2回吸取家庭月2回汲取家庭
両帝て両語頭師抄：兎薄÷
若松

；盲訂坦壁哩旦塑車妙」＿翠賀J＿壁
別府、上別府（商家、

＿＿＿　＿　＿担聖二遜）

千代丸

月2回汲取家慶

道管

＿迎旺　　＿

即時
駒鳴、遠賀川（ユニード前通

り一部）

二阜三二二
憎奮（轢）（小脳）、

」宣喧ゝ－全宣墾＿＿＿一一－
上別府、末寺、若薬台、
堂塔寺、砦松（通学通路）

＿＿聾木、出生津　＿＿－＿

浅木

28日　車両火災予防運動（一3月6日）

県
下
一
斉

ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動

ネ
ズ
ミ
は
経
済
的
な
損
害
を
与
え
る

ほ
か
、
各
理
疾
病
を
媒
介
す
る
な
ど
我

々
の
生
活
環
境
に
多
大
な
影
轡
を
お
よ

ぽ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度
に

お
い
て
も
期
間
を
定
め
て
県
下
一
斉
に

、
地
域
ぐ
る
み
の
計
画
的
、
組
織
的
な

駆
除
連
動
を
行
な
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間

昭
和
紡
年
2
月
1
日
～
2

月
鉛
白

▽
実
施
方
法

区
長
及
び
地
区
衛
生
推
進

員
の
方
を
通
じ
て
、
町
よ

り
殺
そ
剤
を
禄
望
地
区
に

無
償
配
付
し
ま
す
。

妊
▽
期
　
日

▽
時
　
間

婦
　
柏
　
簸

2
月
1
3
日
（
金
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

妊
産
婦

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
万

妊
婦
体
操

母
子
健
康
手
帳
交
付

印
鑑

無
料

麻
疹
（
は
し
か
）

予
防
接
種

▽
期
　
間
∴
同
月
上
旬
～
5
月
下
旬

▽
場
∴
所
　
町
内
の
医
院
・
病
院
（
か

か
り
つ
け
が
あ
れ
ば
中
間

市
遠
賀
郡
内
の
医
院
・
病

院
で
も
可
）

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
－
n
カ
月
児

な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月
～

紡
カ
月
で
受
け
て
下
さ
い

▽
料
　
金
　
二
千
円

▽
問
診
票
の
交
付

接
種
1
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
保
健
衛
生
係
で
問
診

票
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
生
保
、
町
県
民
税
が
均
等

割
額
以
下
の
世
帯
の
人
は

問
診
票
を
受
領
の
際
、
申

し
出
て
下
さ
い
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
2
月
6
日
（
金
）

▽
賜
所
及
び
時
間

o
若
松
公
民
館

9
時
0
0
分
－
日
時
0
0
分

o
木
守
公
民
館

1
3
時
～
帖
時

▽
対
象
者
　
統
裁
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。

検
尿
　
o
血
圧
測
定

。
問
診
　
o
血
色
素
検
査

2
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

櫨
で

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
内
　
容

▽
持
参
晶

▽
料
　
金

児
　
相
　
識

2
月
1
0
日
（
火
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

生
後
7
カ
月
－
1
2
カ
月
児

体
重
、
身
長
等
測
定

食
轟
等
の
相
談

母
子
健
康
手
脹

無
料

一

一

一
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28日　全国山火事予防運動週間（一3月6日）

昭
和
5
0
年
度
遠
賀
郡
国
力
町

消
防
合
同
出
初
式
盛
大
に
閑
か
る

新
醇
を
か
ざ
る
、
恒
例
の
遠
賀
郡
消

防
合
同
出
初
式
々
典
が
1
月
n
日
1
0
時

の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
合
図
に
寒
風
吹

き
さ
す
中
、
広
渡
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
ほ

て
、
蔀
や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
知
部
を
は
じ
め
、
消
防
関
係

者
等
、
多
数
の
来
賓
者
の
出
席
の
中
、

「
防
災
は
、
載
れ
載
れ
に
お
ま
か
せ
あ

れ
」
と
、
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
恥
入
近

い
消
防
団
貝
の
勇
姿
が
勢
揃
い
し
ま
し

た。

2
時
間
に
わ
た
り
、
寒
風
ふ
き
さ
す

中
を
各
町
消
防
団
貝
は
、
隊
形
乱
さ
ず

消
防
満
神
を
も
っ
て
、
「
認
」
の
一
字

で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
団
員
と
2
7
台
の

ポ
ン
プ
車
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
車
等
に
よ
る

分
列
草
稿
行
進
は
、
近
代
消
防
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
華
や
か
な
も
の
で
し

で
し
た
。

今
日
、
全
国
的
に
、
少
年
少
女
消
防

団
の
籍
戊
が
な
さ
れ
て
い
る
申
、
近
く

は
福
岡
、
北
九
州
調
布
で
も
最
近
箱
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
少
年
期
か
ら
消

防
憩
誠
の
惑
惑
性
を
認
識
さ
せ
、
災
害

に
対
す
る
こ
わ
さ
と
、
防
災
に
対
す
る

知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
て
こ
そ
、
自
衛

防
災
の
発
展
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
頭
に
あ
た
り
、
こ
の
出
初
式
が
行

な
わ
れ
、
大
人
・
子
供
を
問
わ
ず
消
防

楠
神
を
再
度
確
認
す
る
た
め
に
も
、
こ

た。
ま
た
、
こ
の
行
進
に
輩
を
添
る
ぺ
く

広
淡
小
学
校
6
年
女
生
徒
5
人
に
よ
る

プ
ラ
カ
ー
ド
貝
の
元
気
は
つ
ら
つ
と
し

た
姿
に
は
、
頭
の
下
る
思
い
で
し
た
。

こ
の
5
人
の
プ
ラ
カ
ー
ド
貝
は
、
シ
ャ

ツ
一
枚
に
ス
カ
ー
ト
と
い
う
、
行
進
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
ま
と
い
、
寒
さ
を

（
二
十
年
表
彰
）

第
一
分
団
長

第
三
分
団
長

（
十
五
年
表
彰
）

第
一
分
団
員

第
三
分
団
員

（
十
年
表
形
）

第
一
分
団
班
長

第
一
分
団
班
技

第
三
分
団
員

同
便
良
問
貝

第
一
分
団
員

第
二
分
団
員

第
三
分
団
員

柴
田
純
一
郎

石
松
　
芳
賊

井
口
　
敏
光

石
松
　
敏
之

柴
田
　
康
則

吉
田
　
　
隆

添
田
　
定
雄

安
松
　
隆
一

舛
添
　
清
美

添
田
　
定
離

遠
賀
郡
消
防
署

管
内
火
災
・
救
急
件
数

5
5
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で

一
周
感
じ
さ

せ
る
姿
で
あ

り

ま

し

た

が
、
そ
の
元

気
さ
が
、
一

周
こ
の
式
典

に
気
合
を
入

れ
、
こ
の
子

供
達
が
、
式

典
に
よ
り
消

院
の
任
務
と
重
要
性
を
、
来
賓
者
、
閲

覧
者
に
よ
ぴ
か
け
る
か
の
よ
う
な
二
［
隷

の
式
典
は
慈
昧
あ
る
も
の
で
し
た
。

来
賓
各
位
、
町
内
住
民
閲
艶
者
の
皆

様
に
は
、
寒
さ
の
申
激
励
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
出
初
式
殻
表
彰
者
は
、
次
の
と

う
り
で
す
。

0
蘇
同
県
知
導
表
彰

㈲
感
謝
状

第
一
分
団
長
∴
∴
柴
田
征
一
郎

第
三
分
間
長
　
　
石
松
　
芳
城

○
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

㈲
永
年
勤
続

0
福
岡
県
民
火
災
共
済
理
球
技
表
彰

㈲
分
　
団
　
第
二
分
団

㈲
個
　
人

第
一
分
団
班
長
　
柴
田
　
康
則

0
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

第
二
分
団
員
∴
∴
施
生
　
良
徳

第
三
分
団
貝
　
　
殿
川
　
澄
男

○
町
長
表
彰
・
感
謝
状

の
人
命
救
助
感
謝
状

上
別
府
区
居
合
　
白
石
　
　
進

㈲
初
期
消
火
感
謝
状

今
古
賀
区
　
株
式
会
社
後
藤
農
機

○
消
防
団
長
表
彰
・
感
謝
状

第
二
分
団
甑
寅
∴
松
井
　
　
登

第
一
分
団
員
　
　
行
場
　
和
美

第
一
分
団
員
　
　
村
田
　
千
秋

第
一
一
分
団
員
　
　
薬
　
　
忠
浦

第
三
分
団
員
　
　
森
　
　
克
己

第
三
分
団
員
　
　
瓜
生
　
轟

ま
た
、
福
岡
県
消
防
団
百
周
年
を
記

念
し
て
、
福
岡
県
消
防
協
会
長
よ
り
各

町
消
防
団
へ
、
記
念
盾
の
贈
呈
が
危
な

わ
れ
ま
し
た
。

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
中
軸
啓
先
生
選

題
・
雑
敵

手
に
触
れ
ば
染
ま
る
ば
か
り
の
山
茶
花

の
咲
き
い
る
庭
で
友
と
別
れ
ぬ

白
石
　
敏
子

常
よ
り
も
帰
り
の
お
そ
き
夫
と
娘
を
迷

れ
は
や
き
夕
を
鍵
か
け
て
待
つ

大
場
　
房
江

病
む
友
が
指
輪
ま
わ
し
て
捜
せ
た
り
と

笑
み
て
言
い
し
を
風
速
に
思
え
り

高
崎
　
佳
子

厄
除
け
の
指
輪
吾
が
手
に
な
じ
み
来
て

鋏
む
光
に
安
ら
ぎ
お
ば
ゆ

木
原
い
の
え

薮
輩
な
る
指
輪
並
び
し
店
に
来
て
安
も

の
一
個
た
め
ら
わ
ず
買
う

井
口
　
政
子
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2月上期の遠賀町主要行事

日 �l唖 �行革内容車間i芙脚i担当課（係）名1日暇び主な対象等 ����備∴考 

2 �月 �定　例　区　長　会　議 �13：00一　層会縦再読燥i ��� 

6 �金 �老人検診巨 ��∴∴∴∴∴ ��詳細は 10ページ 
定例体育指導委員会 �19一言‾‾下市社会教育課 �� � 

7 �土 �向春口数育研究大会中0－　中央公瑚l社会教可 ����詳細は 4ページ 

10 �火 �乳　児　相　中：30一　国髄車良三＿ ���i �詳細は 10ページ 
13：00－16：車民醐I福祉課i ���詳細は 4ページ 

13 �金 �妊‾婦相　談中一l鯛健車上⊥竺＿＿　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ����詳細は 10ページ 

14 �土 �定例‾司ここi雛会駐中杜撰i ���� 

15 �日 �背少年言謡大会中0－　中央公輔車会数可 ���� 

省エネ型の生活習悟を身tこつけよう
《家庭の冬の省エネルギー対第－10の提案〉

家庭で使うエネルギーのうち、冬季の暖房用のエネルギーは、約4割を占

めるといわれており、それだけに冬の省エネルギー対策は非常に重要です。

各家庭（こあかれては、今年の冬は次のようなエ美を行うことにより、省工

ネルキーにこ●協力いただくよう《努願いします

‘　　欝鵜 ����������� �年． 成 

邑純 那油層 護＝守 3 ′ � i ���鱈誹れ； ���0 ����l i 続 熱 

Ii Ii �●i �謬 �　　駕 I ����� 

′ �．：：：憎服 ！．科 鵜．。． � �′ † �口 そ っ け �惣 �i に ＊ �翻‾詳鶉、 �� �e i 欝 の ’義 ��l l I 
●y i王鼻汁字‘ 矧崩 e勝， � �′ 

．、，、闇 庵Ih �5 ��ば ！′ さ �擬 ′ 鵠貿 溺 らク ��認賃 醗 ��I 遡航 ？ 「 そ ぐ ���の 

わ
が
国
は
、
ふ
だ
ん
使
う
石
油
の
九
九
・
八
％
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て

〕
ま
す
。
2
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す
。
限
り
あ
る
責
重
な
資

源
を
ム
ダ
な
く
、
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
「
諌
庭
の
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
第
・
川
の
提
案
」
は
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
閣
僚
余
韻
で
了
承

さ
れ
た
も
の
で
す
。


